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(3) 結晶標品の性質。この結晶標品は， (i)電子伝達及びプロトンポンフ。活性を持ち， (ii) 典型的なチトクロム










久保田君はミトコンドリア呼吸鎖複合体m (チトクロム bCl 複合体)の反応機構をその立体構造と関連させるべく
2 つの研究を推進した。 1 つはこの酵素の精密な定常状態の反応速度論的解析でその結果反応中にユビキノールが 1
固とチトクロム c が 2 回結合するピンポン機構で機能すること，ユビキノール10が従来考えられていたような必須で
ないこと，などを見出し，ユピキノンやチトクロム c の結合解離が分子内電子の分布状態で厳密に調節されているこ
とを示唆した。今 1 つはこの酵素を各種条件の検討の末，世界で初めて結晶化させ，その中で六方晶系のものは6.5Å
までの X 線回析点を示した。このものは11ケのサブユニットを含み，結晶化により，より純品の複合体となることが
示された。活性，スペクトル的性質，各種成分含量など従来のものより以上によりよい性質を示した。これにより今
後の研究の発展に大きく寄与したと思われ，この論文が博士(理学)の学位論文として十分価値あるものと認める。
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